
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第９教区第２２８番瑞川寺 

住所：宮城県大崎市古川三日町２－２－２ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂が一部損壊、庫裡、その他の建物が半壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 震災前三世代世帯で生活していたが、震災後親世帯だけが寺院内で生活し

ている。 

・ 震災前から耐震改修工事を進めており、本堂改修時の借財が残っている。

改修できていない山門や庫裡にも被害が生じた。 

・ 放射能汚染の影響がある。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなり避難を強いられている檀信徒がいる。居住先は

把握しているが、転居先が二転三転するため一部把握できていない。 

地域の現状 

・ 寺院の所在する地域は放射線量の数値も低いが、気流の関係で周辺には心

配な場所がある。 

・ 震災直後に比べれば、人心も落ち着いてきたが、特に好転したとは思えな

い。 

復興の状況 

・ 新たな借り入れ等が出来、資金に目途が立てば復旧できると考えている。

ただし、資財の高騰や職人不足などから着手できない。 

・ 行政からの助成もあり、山門の復旧は完了した。 

（Ｈ２５.９.２現在） 
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